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4-164

115，116のエビデンス（薄片観察結果）（1/2）青枠：修正箇所
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4-165

115，116のエビデンス（薄片観察結果）（2/2）



ボアホールカメラ展開画像との対比結果（H27-B-3 深度76.59～76.89m）

BHTV展開画像

・ H27-B-3孔 深度76.59～76.89mの破砕部は，最新活動面（深度76.59m）に対応するトレース線が確認できないため，破砕部内で似た
姿勢の割れ目（N8°E38°W）から最新活動面の走向・傾斜を復元した。

コア写真

・最新活動面
最新活動面（深度
76.59m）に対応するト
レース線が確認できな
いため，破砕部内で似
た姿勢の割れ目から最
新活動面の走向・傾斜
を復元した。

76

77

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※

最新活動面

33°

47°

最新活動⾯

N8°E38°Wの割れ⽬

⾯の最⼤傾斜⽅向

⾯の最⼤傾斜⽅向

40°

コア写真（再撮影）
76

77

N8°E38°Wの割れ目

4-166

119のエビデンス
（走向・傾斜）(1/3)



N8 ° E38 ° W(既知)

N42° E14 ° W

H27-B-3孔 深度76.59m の最新活動面の走向・傾斜
・ H27-B-3孔 深度76.59～76.89mの破砕部の最新活動面の走向・傾斜を，走向・傾斜が既知の割れ目の姿勢から復元を行った。
・走向・傾斜が既知の割れ目（ N8°E38°W ）を，最新活動面の見掛けの傾斜角の差14°，最大傾斜方向のなす角40°回転し，最新活
動面の走向・傾斜N42°E14°Wを推定した。

4-167

119のエビデンス
（走向・傾斜）(2/3)



B-3孔

・ H27-B-3孔 深度76.59～76.89mの破砕部の最新活動面の走向・傾斜を，走向・傾斜が既知の割れ目の姿勢から復元を行った。
・走向・傾斜が既知の割れ目（ N8°E38°W ）を，最新活動面の見掛けの傾斜角の差14°，最大傾斜方向のなす角40°回転し，最新活
動面の走向・傾斜N42°E14°Wを推定した。

N8 ° E38 ° W(既知)

N42 ° E14 °W

H27-B-3孔 深度76.59m の最新活動面の走向・傾斜

4-168

119のエビデンス
（走向・傾斜）(3/3)



4-169

120のエビデンス（条線）



 N42 E14 W
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4-170

121，123，124（薄片観察結果）の
　　　　　　　　　　エビデンス（1/2）青枠：変位センスに関する部分 緑枠：修正箇所
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1 mm1 mm

4-171

緑枠：修正箇所
121，123，124（薄片観察結果）の
　　　　　　　　　　エビデンス（2/2）



4-172

125のエビデンス（条線）



最新活動面認定根拠（H27-B-3 深度119.11～119.25m）

コア写真

119 120

青枠部拡大

・細粒部を伴い最も直線的であることから，深度119.18mのせん断面を最新活動面に認定した。

最新活動面

凡例

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※
最新活動面

0 5 cm

4-173

126のエビデンス（最新活動面）



4-174

129のエビデンス（破砕幅）



4-175

130のエビデンス（破砕幅）



最新活動面認定根拠（H27-B-4 深度65.59～65.72m）

コア写真

65 66

0 5 cm
青枠部拡大

・細粒部を伴い最も直線的であることから，深度65.65mのせん断面を最新活動面に認定した。

最新活動面

凡例

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※
最新活動面

4-176

131のエビデンス（最新活動面）



4-177

132のエビデンス（走向・傾斜）



4-178

133のエビデンス（走向・傾斜）



4-179

134のエビデンス（条線）



4-180

135のエビデンス（ガウジ幅）



参考1-51

K断層 薄片試料観察（D-1トレンチLカットピット）
D-1トレンチLカットピットから採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，逆断層成分が卓越する。

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

• 走向・傾斜：N13°W76°W

• レイク角：80°南傾斜

シュミットネット（下半球投影）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

ブロックサンプル
X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

4-181

修正前

136，137（薄片観察結果）

修正箇所：緑色枠（令和3年7月16日提出資料において修正）
　　　　　橙色枠（今回修正）

第833回審査会合資料　机上配布資料1



4-182

修正前

136（薄片観察結果）修正箇所：橙色枠

令和3年7月16日提出資料　補足説明資料3



 N13 W76 W
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4-183

136,137（薄片観察結果）(1/2)
緑枠：ブロックサンプルの最新活動面を示す矢印関する部分
橙色枠：R1，P面の位置に関する部分　　　　　　　　　　　　

修正後



1 mm1 mm

500 500 

4-184

136,137（薄片観察結果）のエビデンス(2/2)



余白

4-185



4-186

修正前
138（スケッチ）修正箇所：橙色枠

第833回審査会合資料　資料1



89

• Lカットピットのスケッチを以下に示す。
• Lカットピットでは，K断層は基盤岩と堆積物（②層）とを境している。
• 最新活動面の条線方向を確認した結果，縦ずれ成分が卓越する。また，最新活動面の薄片観察による変位センスは逆断層センスであ

る。（次頁参照）

K断層の性状（Lカットピット）

Ｋ断層の最新活動面に関するデータの計測箇所について
性状一覧表に記載した走向・傾斜，条線方向：

全ての観察面について，断層面のトレンドを示す代表的な箇所で計測。一連の断層面については，複数計測した平均値を記載。（ただし，Ｌカットピット
については，走向・傾斜が断層面のトレンドを示す範囲が狭いことから1箇所とした。1‐1ピット北面，南面，底盤については各観察面の平均値とした。）

性状一覧表に記載した断層ガウジ・断層角礫の幅：
岩盤中の断層ガウジ・断層角礫について，平均的な幅を示す箇所で計測。

スケッチに記載したデータ：
上記に限らず走向・傾斜，条線方向及び断層ガウジ・断層角礫の幅を計測可能な出来るだけ多くの箇所で計測。

走向・傾斜，条線方向計測箇所（１箇所）
※青枠は性状一覧表に記載したデータの計測箇所

作成日：2022年7月5日

第833回審査会合
資料１ 修正

調査位置図

観察面

4-187

138（スケッチ）：最新版に修正（地層境界の見直し）（橙色枠） 修正後



4-188

138（スケッチ）のエビデンス（1/7）青枠：地層境界に関する部分



4-189

138（スケッチ）のエビデンス（2/7）



4-190

138（スケッチ）のエビデンス（3/7）青枠：地層境界に関する部分




